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収納率と老人一人当たり医療費との聞には負の相関がみられ，全市町村の相関係数はー 0.4 1 (p <0.01)であっ
た。人口規模による影響を除くため，1)と同様に市町村を人口規模別に区分して分析を行ったが，どの人口区分に
おいても負の相関関係がみられ，相関係数も -0.4前後で一定していた。ただし最大の人口 50万人以上の市町村に
おいては-0.1 5 (p <0.01) と相関は弱かった。
3) 大阪府下市町村における社会経済指標とのピアソン分析
対象となった44市町村の収納率と老人一人当たり医療費との間の相関係数は -0. 49であり，全市町村の場合よ
りつよい相関がみられた。収納率は，世帯当たり畳枚数，世帯当たり平均所得，健康診査受診率，平均寿命との聞
に正の相関を示し，逆に失業率との間には負の相関を示した。一方，老人一人当たり医療費はこれら社会経済指標
との間に収納率とは逆の相関関係がみられた。
〔総括〕
1. 全市町村を対象に収納率について入口および老人一人当たり医療費との相関関係を分析し，さらに大阪府下市町
村を対象に関連する社会経済指標との相関関係を分析した。
2. 収納率と人口規模との聞には負の相関関係がみられ，人口規模の大きな市町村ほど収納率は低くなる傾向が認め
られた。一方，収納率と老人一人当たり医療費の聞には負の相関が認められた。
3. 収納率と老人一人当たり医療費は，社会経済指標との間にそれぞれ正負が逆転した相関関係を示した。
4. これらの結果は，国民健康保険の運営に対し，各市町村の社会経済環境が収入面，支出面の両面において，連動
する関連を有していることを示唆している。
論文審査の結果の要旨
全市町村の国民健康保険事業を対象に，その保険料収納率と人口および老人一人当たり診療費との相関関係を分析
し，さらに大阪府下市町村を対象に関連する社会経済指標との相関関係を分析した。収納率と人口規模との間には負
の相関関係がみられ，人口規模の大きな市町村ほど収納率は低くなる傾向が認められた。一方，収納率と老人一人当
たり診療費の聞には負の相関が認められた。収納率と老人一人当たり診療費は，社会経済指標との間にそれぞれ逆の
相関関係を示した。これらの結果は，国民健康保険の運営に対し，各市町村の社会経済環境が収入面，支出面の両面
において，連動する関連を有していることを示唆している。
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